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漸化式 タイプ ９′ a1 = a2 = 1 , an+2 = an+1 + an　

　　「フィボナッチの数列」 といって、自然界の研究に活用されている有名な数列である。

9.3 　 a1 = 1 , a2 = 1 , an+2 = an+1 + an (n = 1, 2, 3, · · ·) で定められる
　　　数列 {an} の一般項を求めよ。

[解] 　 an+2 − an+1 − an = 0 · · · 1©　　　　　　　　　　特定方程式　　
　　　 1©は次の２通りに変形できる。　　　　　 x2 − x − 1 = 0　∴x = 1 ±
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9.4 　 a1 = 1 , a2 = 1 , an+2 = an+1 + an (n = 1, 2, 3, · · ·) で定められる
　数列 {an} の一般項は、次の式で表せることを示せ。
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《注意》 前問 9.3 と同じ解法でもよいが、結果が判っている場合は、数学的帰納法で解いてもよい。
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　よって　 n = 1, n = 2のとき　 1© はなりたつ。

(2) n = k, n = k + 1のとき　 1© が成り立つとすると
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　よって　 n = k + 2のときも 1© は成り立つ。

(3) したがって (1), (2) から数学的帰納法によって、すべての自然数 nにつおて　 1© は成り立つ。
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9.5 　数列 {an} (n = 1, 2, 3, · · ·) の一般項が、次の式で表せるとき、
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　　　すべての自然数 nについて、anは自然数であることを示せ。

[解] (1) n = 1のとき　 a1 =
1√
5

{(
1 +

√
5

2
− 1 −√

5
2

)}
=

1√
5
· 2

√
5

2
= 1

　n = 2のとき a2 =
1√
5



(

1 +
√

5
2

)2

−
(

1 −√
5

2

)2

=

1√
5

(
1 + 2

√
5 + 5

4
− 1 − 2

√
5 + 5

4

)
=

1√
5
·
√

5=1

　よって　 n = 1, n = 2のとき　 a1, a2 は自然数である。

(2) n = k, n = k + 1のとき　 ak, ak+1 が自然数、すなわち、
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　が自然数であるとき、
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　よって、ak+2 も自然数である。

(3) したがって (1), (2) から数学的帰納法によって、すべての自然数 nについて an は自然数である。


